
■少子化を他人事に■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 478号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

まずは先週の報告とご挨拶。 

3月から始めたプールでのリハビリですが、先週からスイム（泳ぎ）を混ぜることにしました。 

砧の屋内プールは、何と高齢者 80 円なので、火木土はコースの貸切利用の無い 9-10 時もしく 20-21 時に行く

ようにしています。 

6/8(土)は、KAさんが笑恵館の運営スタッフ見習になって下さいました。 

6/9(日)は、久しぶりに名栗の森オーナーシップクラブの現地例会。 

6/10(月)は、(株)なのにの定例 MTGで、カミさんちに集合しました。 

・ 

今週のお誘いは 

06/11(火)10-12 時にふきの庭現地見学会を行ってから笑恵館に行き、20 時にはふきの庭に戻って、日本土地資

源協会の定例 MTGをふきの庭＋zoomで開催します。 

06/13(木)、15(土)は 9-10時砧プールでリハビリしてから笑恵館に向かいます。 

その他、火水金日月は終日「ふきの庭（蒲田）」に居る予定ですので、シェアハウス、村づくりなどに興味ある

方は是非ともお越しください。 

それでは今週も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2．まつむら塾より（ガイダンス募集中） 

 



現在開催中の講座は下記の通り（1か月分）。 

名称 日時・内容 場所 受講料 

ガイダンス&集中補講 毎週土曜日 10-17時 笑恵館 ガイダンス：無料 

集中補講：3,300円/回 随時開催、受付中 応相談 

実現学（火曜教室） 06/11 (火)14-16時・B21.自分の印象 

06/18 (火)14-16時・B22.清書の意味 

06/25 (火)14-16時・B23.表現の工夫 

07/02 (火)14-16時・B24.伝達の確認 

07/09 (火)14-16時・B25.感動の共有 

笑恵館 3,300円/回 

実現学（水曜教室） 06/15 (土)17-19時・B35.地域と世界 

06/19 (水)20-22時・B41.ヒトの区別 

06/26 (水)20-22時・B42.モノの変化 

06/26 (水)20-22時・B43.カネの整理 

06/26 (水)20-22時・B44.実行の価値 

06/26 (水)20-22時・B45.夢の描き方 

zoom 3,300円/回 

 

その他、希望者さえいれば、全講座新規開講いたしますので、気軽にお問い合わせください。 

 

■地主の学校・販売中 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

下記書店にて販売中。 

・文教堂書店：東川口店、赤羽店、溝の口本店、横須賀 MORE'S店 

・紀伊国屋書店：西部東戸塚 S.C.店 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. ブログより：少子化を他人事に 

 

先日来、こんなニュースが話題となっている。 

「我が国において、去年の合計特殊出生率 1.20で過去最低に、東京は「1」を下回る。」 

合計特殊出生率とは「15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率の合計」のこと。 

その適正値は「2.07」とされ、「1-0.07=93%」が人類の生存率と言われている。 

少子化問題を象徴するこの指標は、冒頭のグラフを見ても明らかに減り続けていて、このニュースをきっかけ

に、少子化に関する社会の無策が様々に論じられている。 

だが、考えてみるとこうした課題は他にもたくさんある。 

我が国における空き家の増加や赤字国債の発行残高、そして地球規模の海水温上昇や二酸化炭素の排出量など、

それに歯止めがかからず止まらないことこそが、問題の「深刻性」の定義にさえ思える。 

そこで今日は、少子化問題を題材にして、この点について考察したい。 

・ 

少子化（しょうしか）とは、 

①出生数（live births）が減少すること 

②その国・地域の合計特殊出生率が 2.07を下回ること（Sub-replacement fertility） 

③年少人口の割合が低下すること（高齢化の類義語として） 

④年少人口が減少すること 

を指し、いずれの意味であるかはその文脈に依拠する・・・とある（wiki）。 

つまり、少子化に関する文脈が、①出生数について、②合計特殊出生率について、③年少者と高齢者の人口割



合について、④年少者人口について、の 4つに分類できることを示している。 

確かに「少子化」は、これら 4 つの議論を繋ぐ概念だが、その課題や解決策を示すものではないのに、そう思

われているのではないかと危惧を覚える。 

・ 

そもそも、問題の進行を止められないとはどういうことなのか。 

それは、「止め方が分からないか」、「分かっているのに止めようとしていないか」のいずれかだ。 

そこでまず、「止め方」について考えてみよう。 

「少子化」を止めるには「多子化」すればいい。 

これが、大多数の方が直感する少子化の止め方だろう。 

婚活を推奨し、出産を支援し、子育ての負担を軽減しているのは、まさに「多子化」の推進だ。 

だがここに潜む大きな間違いが、「少子化」の問題化だと僕は思う。 

そもそも「少子化」のどこが悪いのか。 

世界の平和と発展がもたらした人口増加こそが、資源不足や環境破壊を招いた「人口問題」だ。 

その打開策として生み出された「少子化」は、社会と個人双方が望んだ「解決策」だったはず。 

つまり、少子化の破たんはグローバル化（画一化）の破たんを意味している。 

・ 

先ほどの 4つの論点の内、少子⇔多子の議論は①だけで、他の 3つは別の論点を示している。 

あえて、Ａ⇔Ｂのような対義的表現を試みると、次のようになる。 

①少子化⇔多子化（出生数の減少⇔増加）  

②滅亡⇔存続（合計特殊出生率：2.07未満⇔2.07以上） 

③少子高齢化：生産年齢人口比（15～65才）の減少⇔増加 

④年少人口比（15歳未満）の減少⇔増加 

こうして整理してみると、①以外はその実数でなく構成比率の問題だ。 

その母集団をいかなる人的な分類、地域範囲、そして時間要素で抽出するかで意味合いは変化する。 

地域的に言えば、少子化は先進諸国で課題であり、途上国には関係ない。 

また、先進国においても欧米諸国のように移民の流入により④年少化が進む国もあるが、日本や韓国など言語

的に流入しにくい国では。合計特殊出生率が滅亡を示している。 

また政治形態の違いによって、一人っ子政策を実施した中国の人口ををインドが抜くことになり、状況は時と

ともに変化する。 

・ 

さらに言えば、日本国内を見ても様々な地域が有る。 

合計特殊出生率の上位 5位までの自治体は次の通り。 

（1）鹿児島県大島郡徳之島町：2.25 

（2）鹿児島県大島郡天城町：2.24 

（3）沖縄県国頭郡宜野座村：2.20 

（4）鹿児島県出水郡長島町：2.11 

（5）沖縄県国頭郡金武町：2.11 

これらの自治体は、貧しい田舎で人気がないかも知れないが、1.2 の日本全体の中で間違いなく生き残る、数少

ない明るい未来が見えている。 

さらに家族単位でも、20 歳までに出産を終えてしまういわゆるヤンキー家族は、たとえ子供が 2 人ずつでも 80

才の夫婦に 60歳の子、40歳の孫、20歳の曾孫、0歳の玄孫が2人ずついて、③生産年齢人口比は60％となり、

30歳以上で出産した場合の 33%を大きく上回る。 



・ 

かつて財政破綻した夕張市の後藤市長（当時）を励ましにお邪魔した際、焼き鳥屋で酔っ払っていたとは言え

「財政破綻することで一旦は日本最低の町になるけど、歯を食いしばって財政再建を果たす 20 年後には、北海

道で唯一の無借金の町になる、明るい未来を子供たちに届けたい」と涙ながらに語っていたのを僕は忘れない。 

みんな一緒に滅びる未来を恐れるのでなく、「自分たちこそ生き残ろう」と競い合う社会を生きていきたい。 

きっと、そういう人が生き残るよう、この世界はできていると僕は思う。 

人類すべてが生き残ることなど、世界は必要としていない。 

そこで僕は、気の合う他人と仲間になり、家族になることを推進する。 

生き残るべき人になれるよう、つまり、生き残れるように頑張ることこそが、やるべきことだと僕は思う。 

 

https://nanoni.co.jp/20140610-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

4. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はまつむら塾受付中） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）06/11笑恵館作業日 

交流◎：10-12時 ふきの庭見学会（蓮沼） 

 講義〇：14-16時 まつむら塾実現学_火（笑恵館） 

 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（ふきの庭＋zoom） 

（水）06/12ふきの庭作業日 

運動×：09-10時 スイミング（砧プール） 

 相談×：11-12時 世田谷区児童相談所（梅丘） 

（木）06/13笑恵館作業日 

 運動×：09-10時 スイミング（砧プール） 

 相談×：15-16時 世田谷税務署（若林） 

会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

（金）06/14ふきの庭作業日 

（土）06/15笑恵館作業日 

 運動×：09-10時 スイミング（砧プール） 

交流◎：10-17時 未来の家族デイ_土（笑恵館） 

 講義〇：17-19時 まつむら塾実現学_水（zoom） 

（日）06/16ふきの庭作業日 

 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 

（月）06/17ふきの庭作業日 

 

■今後の予定 

06/19 講義〇：20-22時 まつむら塾実現学_水夜（zoom） 

06/20 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

06/20 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 



06/22 交流◎：10-17時 未来の家族デイ_土（笑恵館） 

06/25 会議〇：20-21時 LR定例会議_4火（笑恵館＋zoom） 

06/27 交流◎：10-12時 笑恵館 deシネマ_4木朝（笑恵館） 

06/27 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

06/27 交流◎：19-21時 笑恵館 deシネマ_4木夜（笑恵館） 

07/09 会議〇：20-21時 LR定例会議_2火（笑恵館＋zoom） 

07/11 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅（ふきの庭 PJT） 

〒146-0094東京都大田区東矢口 1-10−8 

拠点（火木土） 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 



 


